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議会だより議会だより

　〜 盛り上がる！コロナ禍逆手に新スタイル
七戸中学校「文化祭」　天間林中学校「合唱・ステージ発表会」〜　

　七戸中学校では 10 月 15 日、テーマ「史
しじょうさいきょう
上最響〜君の才能が輝く瞬

と
間
き
〜」と題した文化祭、天

間林中学校では 10 月 16 日、テーマ「飛翔」〜未来への希望　一人一人が輝く舞台に〜と題した
合唱・ステージ発表会が開催されました。
　新型コロナウイルスの影響で学校行事の縮小が続く中、両校とも感染症対策を十分にとり、生徒
が一体となって学校での思いで作りを楽しんでいました。



議 会 だ よ り

　

1
項
の
規
定
に
よ
り
、
計

　

画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
3
年
度
補
正
予
算

　
　
　
　

（
下
表
参
照
）

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
2
年
度
七
戸
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　

（
4
項
5
項
参
照
）

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

《
令
和
3
年
度
予
算
関
係
》

　

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
5
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

　

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
6
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

○
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ

く
七
戸
町
の
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告

　
　
　
　
　
　

☆
報　
　

告

○
令
和
２
年
度
七
戸
町
一
般

会
計
継
続
費
精
算
の
報
告

　
　
　
　
　
　

☆
報　
　

告

○
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

見
直
し
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　

☆
採　
　

択

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

　
　
　
　
　
　

☆
原
案
可
決

○
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

　
　
　
　
　
　

☆
原
案
可
決

令和３年 11 月１日 第 66 号　（2）

　

る
内
閣
府
令
の
公
布
に
伴

い
、
同
府
令
の
改
正
内
容

に
準
じ
て
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　
　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
公
布
に
伴
い
、
同

省
令
の
改
正
内
容
に
準
じ

て
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
七
戸
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定

　
　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、
過
疎
地
域
の
持

　

続
的
発
展
の
支
援
に
関
す

る
特
別
措
置
法
第
8
条
第

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正

　
　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
い
、
同
法
の
改
正
内
容

に
準
じ
て
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
　

鶴
児
平
会
館
の
老
朽
化

に
伴
い
、
施
設
を
解
体
、

廃
止
す
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

第
8
次
地
方
分
権
一
括

法
に
よ
る
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
同

法
等
の
改
正
内
容
に
準
じ

て
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
設
等
の
運

営
に
関
す
る
基
準
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

議

案

報　

告

区　　　分 補  正  額 予算総額  一般会計補正予算
 　歳入の主なもの
　　地方交付税　　　4億6,972万6千円
　　財政調整基金繰入金

▲5億2,657万8千円

 　歳出の主なもの
　　ゼロカーボン推進計画等策定支援業

務委託料　308万0千円
　　結婚新生活支援事業費補助金

　　　　　　　▲330万0千円
　　除雪作業業務委託料 3,400万0千円
　　道路維持修繕工事費 3,003万6千円

一　般　会　計 5,326万2千円 103億2,326万6千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ▲3,558万3千円 18億1,972万2千円
後 期 高 齢 者 医 療 459万9千円 4億2,184万7千円
介 護 保 険 3,424万8千円 27億1,815万8千円
介護サービス事業 0千円 536万5千円
七 戸 霊 園 事 業 288万2千円 1,061万2千円
公 共 下 水 道 事 業 805万0千円 4億0,094万3千円
農業集落排水事業 0千円 7,228万3千円

水 道 事 業 会 計 収益的収入　 5万9千円
収益的支出　64万2千円

3億3,536万0千円
3億0,284万3千円

 

令
和
３
年
度

　
　 

９
月
補
正
予
算

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

請　

願

発　

議

　
令
和
3
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
３
日
に
開
会
し
、
白
石
洋
議
会
運
営
委
員
長

の
報
告
の
と
お
り
、
会
期
を
13
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
日
は
、
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、

７
日
は
一
般
質
問
（
４
人
）
、
９
日
・
10
日
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
、
最
終
日

の
13
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。



（3）　第 66 号 令和３年 11 月１日議 会 だ よ り

○
手
数
料
条
例
の
改
正

　
　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

　

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

　

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

　

規
定
に
よ
る
、
行
政
手
続

　

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

　

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

　

一
部
改
正
に
伴
い
、
同
法

　

等
の
改
正
内
容
に
準
じ
て
、

　

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

（
荒
熊
内
地
区
調
整
池
整

　

備
工
事
）

　
　

荒
熊
内
地
区
調
整
池
整

　

備
工
事
の
契
約
の
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
蛇
坂
団
地
建
築
工
事
（
第

1
工
区
）
）

　
　

蛇
坂
団
地
建
築
工
事

　

（
第
1
工
区
）
契
約
の
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

（
蛇
坂
団
地
建
築
工
事(

第

　

２
工
区
）
）

　
　

蛇
坂
団
地
建
築
工
事

（
第
２
工
区
）
契
約
の
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　
　
　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　

・�

落
雪
事
故
に
係
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
報
告
29
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

　

・�

自
動
車
損
傷
事
故
に
係

る
和
解
及
び
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
報
告
30
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

区　　　分 収　　　入 支　　　出 差　引　残　額
一　般　会　計 13,302,045,840円 13,071,312,440円 230,733,400円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 1,907,623,495円 1,869,322,370円 38,301,125円
後 期 高 齢 者 医 療 412,145,953円 406,852,083円 5,293,870円
介 護 保 険 2,674,331,887円 2,582,271,682円 92,060,205円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 4,041,484円 2,049,189円 1,992,295円
七 戸 霊 園 事 業 2,023,643円 2,018,009円 5,634円
公 共 下 水 道 事 業 437,595,714円 423,851,237円 13,744,477円
農 業 集 落 排 水 事 業 70,804,982円 70,489,600円 315,382円

水道事業会計収益的収支（税抜） 325,836,118円 273,496,594円 52,339,524円

令
和
２
年
度
決
算
額

第
２
回

臨 

時 

会

令
和
３
年
７
月
７
日

議

案

報　

告

　皆さん、こんにちは。議会についての？（はてな）
をにんに君が毎回わかりやすく解説していきます。

「教えて！にんに君」

Vol.4　「議会ではどのように
話し合っているの？」

本会議

・総務企画常任委員会
・建設産業常任委員会
・文教厚生常任委員会

議会運営委員会

 
１．提案される予定の
　案件や懸案事項
　等について詳細
　に話し合う。

２．提出議案について町から説明を
　受け審査する。

３．町長の提案に対して、議会として
　の決定をする。

　今回は、町長が提案した内容を議会がどのように話
し合って決定しているのかお話しします。
　議会で行われる会議には、議員全員が集まって議会の
考えを決定する「本会議」と、いくつかのグループに分
かれて話し合う「委員会」があります。

（議会での決定までの流れ）
具体的に、七戸町の場合を紹介します。
　１．まず、議会開会前に総務企画常任委員会、建設産業常任
　 　委員会、文教厚生常任委員会が行われます。これは、議
　 　会に提案される予定の案件や懸案事項等について町から
　 　説明を受け、疑問点を尋ねたり意見を出し合ったりします。
　２．常任委員会で話し合ったあと、議会運営委員会が行われます。ここでは、提出議案について
　 　町から説明を受け、審査をして、問題がなければ議会に提案されます。
　３．そして議会が開会し、本会議で町長の提案に対して「議会としての決定」をします。

このように、町議会では町長の幅広い提案に対して、合理的で効率的な話し合いができるように取り組んでいます。

詳細な話し合いをするのが

「委員会です」。

議会の考えを決定するのが

「本会議です」。



議 会 だ よ り

問　
田
嶋　
輝
雄 

委
員

　
不
納
欠
損
、
収
入
未
済
額

の
対
応
策
は
。

答　

町
屋 

税
務
課
長

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
税
相

談
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
附
田　
俊
仁 

委
員

　
使
用
料
の
内
訳
は
。

答
　
附
田 

商
工
観
光
課
長

　
お
も
に
産
直
の
施
設
使
用

料
で
す
。
ち
な
み
に
産
直
に

係
る
歳
入
歳
出
差
引
で
８
０

０
万
円
ほ
ど
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

問
　
岡
村　
茂
雄 

委
員

　
償
還
の
内
容
は
。

答
　
附
田 

財
政
課
長

　
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

問
　
山
本　
泰
二 

委
員

　
事
業
の
今
後
の
方
針
は
。

答
　
金
見 

企
画
調
整
課
長

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
利

用
者
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
終
息
時
に
利
用
状
況

を
み
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
田
嶋　
輝
雄 

委
員

　
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
金
見 

企
画
調
整
課
長

　
十
和
田
観
光
電
鉄
へ
の
運

行
経
費
支
援
な
ど
の
補
助
金

で
す
。

問　
佐
々
木　
寿
夫 

委
員

　
当
初
予
算
よ
り
減
額
に
な

っ
て
い
る
理
由
と
令
和
３
年

度
予
算
の
内
容
は
。

答
　
金
見 

企
画
調
整
課
長

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

と
、
令
和
3
年
度
は
、
会
が

自
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
合

わ
せ
た
予
算
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問
　
佐
々
木　
寿
夫 

委
員

第 66 号　（4）令和３年 11 月１日

町
税
に
つ
い
て

決
算
審
査

　

特
別
委
員
会
報
告

　
　

委
員
長

澤　

田　

公　

勇

　
　

副
委
員
長

中　

野　

正　

章

　

9
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た

令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
決
算
認
定
は
、
審

査
の
精
度
を
高
め
る
た
め
、

議
長
を
除
く
全
議
員
を
も
っ

て
構
成
し
た
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
部
署
か
ら
説
明
を

受
け
慎
重
審
査
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
等
、
多

く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も

健
全
か
つ
適
正
に
予
算
が
執

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し

ま
し
た
。

道
の
駅
施
設
使
用
料
に
つ

い
て

七
戸
十
和
田
奥
入
瀬
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
事
業
費
負

担
金
に
つ
い
て

〇
歳　
　
　

入

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い

て〇
歳　
　
　

出

し
ち
の
へ
移
住
サ
ポ
ー
タ

ー
の
会
活
動
費
補
助
金
に

つ
い
て

交
通
路
線
維
持
費
補
助
金

に
つ
い
て

健
康
診
査
等
委
託
料
に
つ

い
て

　令和２年度の一般会計、特別会計の決算を審査する決算審
査特別委員会（澤田公勇委員長、委員14人）が9月9日、10
日に開かれました。
　審査の結果すべて可決となりました。委員から出された質疑
の一部（一般会計のみ）を要約してお知らせします。

令和 2年度令和 2年度
各会計歳入歳出決算各会計歳入歳出決算

一般会計歳出総額一般会計歳出総額

　　130 億 7,131 万円の使い道　　130 億 7,131 万円の使い道

　　　7特別会計・水道事業会計を　　　7特別会計・水道事業会計を

認 定
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当
初
予
算
よ
り
大
幅
に
減

額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
　
井
上 
健
康
福
祉
課
長

　
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
、
人

数
制
限
な
ど
を
し
た
た
め
で

す
。

問
　
中
野　
正
章 

委
員

　
バ
ラ
改
植
は
毎
年
必
要
な

の
か
。

答
　
鳥
谷
部 

農
林
課
長

　
バ
ラ
は
８
年
か
ら
10
年
で

摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
定
期
的
に
改
植

し
て
お
り
ま
す
。

問　
三
上　
正
二 

委 

員

　
指
定
管
理
業
務
と
し
て
契

約
し
て
い
る
業
務
内
容
は
。

答
　
鳥
谷
部 

農
林
課
長

　
公
園
一
帯
の
管
理
、
建
物

等
の
管
理
、
ハ
ウ
ス
の
バ
ラ

の
栽
培
で
す
。

問　
佐
々
木　
寿
夫 

委
員

　
当
初
予
算
よ
り
大
幅
に
減

額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
　
鳥
谷
部 

農
林
課
長

　
農
協
へ
の
補
助
は
お
お
む

ね
計
画
ど
お
り
で
し
た
が
、

バ
ラ
改
植
促
進
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て

農
業
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

業
務
委
託
料
に
つ
い
て

野
菜
生
産
力
向
上
対
策
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て

　審査に付された各決算は、関係諸帳簿及

び証書類と照合した結果、計数において誤

りがなく、法令規則に基づいて適切に処理

されているものと認められました。

　財政運営において重要な、自主財源であ

る町税及び税外収入全般における徴収率

は、徴収体制の強化策等により、徴収率の

向上が見受けられました。コロナ禍により

税収等の増加が見込めないなか、補助金な

どを積極的に活用しているほか、滞納整理

対策を強化するなど、職員が一丸となって

財源確保に取り組んでいることは評価で

きるものです。今後も、賦課徴収の公平性

の観点からも徴収率向上に、より一層取り

組んでいただきたいと思います。

　一方、経常収支比率が示すとおり、財政構造の硬直化は進んでおり、

今後予定されている大型事業等を考慮すると、新たな行政需要の発生や

経済変動に対処できなくなる恐れがありますので、抜本的な構造改革と

これまで以上に慎重な財政運営が望まれます。

　次に財政健全化・経営健全化判断比率については、その基準を下回っ

ていることを確認しました。現在の数値は、県内でも上位に位置してお

りますが、今後、歳入面については確実に減少し、歳出面については町

の大型事業等の計画もあり、確実に係数の悪化が見込まれますので、計

画的で健全な財政運営が求められます。

監査委員審査意見

代表監査委員
吉　川　正　純

農
家
に
対
す
る
補
助
、
機
械

等
に
対
す
る
補
助
に
対
し
て

は
計
画
よ
り
希
望
す
る
農
家

が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

問　
哘　
清
悦 

委
員

　
新
規
就
農
者
に
対
し
て
の

対
応
と
状
況
は
。

答
　
鳥
谷
部 

農
林
課
長

　
農
林
課
に
相
談
に
く
る
方

の
多
く
は
、
自
分
で
農
業
に

取
り
組
み
た
い
と
い
う
か
た

と
、
若
干
で
す
が
後
継
者
の

相
談
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
補

助
金
は
町
独
自
で
、
最
大
年

50
万
円
の
補
助
金
を
設
け
て

対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問　
山
本　
泰
二 

委
員

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
費
補
助
金
と
の
違
い
は
。

答
　
鳥
谷
部 

農
林
課
長

　
新
規
就
農
者
定
着
化
支
援

事
業
費
補
助
金
は
町
独
自
の

事
業
で
年
最
大
50
万
円
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て
は
国
の
事

業
で
年
最
大
1
5
0
万
円
で

す
。

問　
山
本　
泰
二 

委
員

　
令
和
2
年
度
の
事
業
内
容

は
。

答
　
附
田 

商
工
観
光
課
長

　
公
益
事
業
と
し
て
、
秋
ま

つ
り
運
営
の
事
務
局
、
総
合

案
内
所
等
の
運
営
。
収
益
事

業
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち

の
創
意
工
夫
に
よ
り
収
益
が

見
込
め
る
事
業
、
例
え
ば
レ

ー
ル
バ
ス
や
家
族
旅
行
村
等

の
付
帯
事
業
等
で
す
。

問　
山
本　
泰
二 

委
員

　
駅
周
辺
を
管
理
す
る
た
め

に
各
種
業
務
を
委
託
し
て
お

り
ま
す
が
、収
支
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
附
田 

商
工
観
光
課
長

　
令
和
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、

駐
車
料
金
収
入
か
ら
各
種
委

託
料
を
差
し
引
い
て
も
、
1

0
0
0
万
円
以
上
の
収
益
が

あ
り
ま
す
。

問　
小
坂　
義
貞 

委
員

　
設
置
場
所
は
。

答
　
氣
田 

建
設
課
長

 

昨
年
の
冬
期
間
、
石
沢
・

後
平
線
に
設
置
し
て
お
り
ま

し
た
。

問　
佐
々
木　
寿
夫 

委
員

　
当
初
予
算
よ
り
大
幅
に
減

額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
　
氣
田 

建
設
課
長

　
橋
梁
点
検
な
ど
の
調
査
測

量
等
の
入
札
減
が
大
き
な
理

由
で
す
。

問　
哘　
清
悦 

委
員

　
業
務
委
託
で
は
な
く
、会
計

年
度
任
用
職
員
で
対
応
し
た

ら
ど
う
か
。

答
　
鳥
谷
部 

学
務
課
長

　
教
師
、
児
童
生
徒
か
ら
の

信
頼
性
、
業
務
に
精
通
し
て

い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め

業
務
委
託
と
し
て
お
り
ま
す
。

問　
三
上　
正
二 

委
員

　
会
計
年
度
任
用
職
員
で
対

応
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
か
。

答
　
鳥
谷
部 

学
務
課
長

　
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

新
規
就
農
者
定
着
化
支
援

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

七
戸
観
光
協
会
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て

駅
周
辺
施
設
管
理
費
に
お

け
る
委
託
料
に
つ
い
て

通
行
止
予
告
看
板
用
ソ
ー

ラ
ー
ラ
イ
ト
等
購
入
費
に

つ
い
て

調
査
測
量
設
計
委
託
料
に

つ
い
て

学
校
用
務
員
業
務
委
託
料

に
つ
い
て
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田
嶋　

輝
雄 

議
員

　

こ
の
よ
う
な
災
害
で
と
て

も
重
要
だ
と
思
う
も
の
の
一

つ
に
、
正
し
い
情
報
を
伝
え

る
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
当
町
に
は
防
災
無
線
が

あ
り
ま
す
が
、
屋
外
の
場
合
、

聞
こ
え
づ
ら
い
地
域
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
防
災
無

線
機
の
設
置
や
使
い
方
に
つ

い
て
再
考
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
自
主
防
災
に
も
、

や
は
り
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。

町　

長

　
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
雨
に
よ
る
被
害
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
う

い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
対

策
や
対
応
で
あ
り
ま
す
が
、

防
災
関
係
の
組
織
の
あ
り
方
、

避
難
指
示
や
避
難
所
開
設
な

ど
、
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
幸
い
人
的

被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
を
い
い
教
訓
と
し
て
い

ろ
い
ろ
検
証
し
、
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

小
坂　

義
貞 

議
員

　

建
設
産
業
常
任
委
員
会
で

災
害
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
川
の
氾
濫
、
水
田
に
土

砂
等
が
流
出
し
た
様
子
を
見

て
、
改
め
て
被
害
の
凄
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
天
間
林
地

区
で
は
、
数
日
間
、
断
水
に

な
り
ま
し
た
が
、
浄
水
場
を

増
や
す
検
討
を
し
て
は
ど
う

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
小
坪
川
の
取
水
口
で
す

が
、
あ
ま
り
に
も
簡
素
で
あ

り
、
次
の
災
害
が
い
つ
来
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
早
急

に
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
本　

泰
二 

議
員

　

今
回
の
災
害
で
は
、
私
も

避
難
所
の
状
況
を
見
て
回
り

ま
し
た
。
最
初
に
朝
８
時
頃
、

柏
葉
館
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

ま
だ
準
備
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
あ
と
七
戸

小
学
校
、
城
南
小
学
校
、
七

戸
中
学
校
へ
行
き
ま
し
た
が
、

や
は
り
準
備
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
が
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
、
思
う
よ

う
に
い
か
な
か
っ
た
部
分
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

の
改
善
点
と
し
て
、
迅
速
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
町
内
を
広
報

車
が
走
っ
て
お
り
、
避
難
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
放

送
内
容
は
、
飲
料
水
や
タ
オ

ル
な
ど
を
持
っ
て
避
難
所
へ

と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
緊
急
性
が
伝
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
そ
こ

の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近

は
町
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的

に
活
用
し
、
情
報
を
発
信
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
災

害
時
に
、
防
災
無
線
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た

の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長

　
今
回
の
災
害
で
は
、
防
災

無
線
で
放
送
し
た
内
容
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
も
情
報
発
信
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
充

実
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
防
災
無
線
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
全
て
の
も
の

を
洗
い
出
し
、
緊
急
性
、
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
配
信
し

て
い
く
の
か
、
検
討
い
た
し

ま
す
。

令和３年 11 月１日 第 66 号　（6）

特 集より良い町づくりのために

生かせ提言

異
常
気
象
か
ら
町
を
守
れ
！

　
第
3
回
議
会
全
員
協
議
会
が
9
月
3
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

「
8
月
9
日
か
ら
の
大
雨
に
係
る
災
害
の
報
告
」、「
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
策
定
」、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
計
画
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
報
告
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
報
告
等
に
つ
い
て
、た
く
さ
ん
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
た
中
か
ら
、

特
に
大
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
を
一
部
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

七戸　倉岡川目地区

天間林　川口地区

七戸　新川原橋



（7）　第 66 号 令和３年 11 月１日議 会 だ よ り

岡
村　

茂
雄 

議 

員

　

今
回
の
災
害
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
も
ど
う
行
動
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
た
め
に
十
分
時
間
を
か
け

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と
を

二
つ
。
一
つ
は
、
避
難
対
応

で
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
１
９
０
名
ほ
ど
お
り

ま
す
が
、
安
否
確
認
を
し
た

１
０
名
に
水
を
配
っ
た
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
応

で
良
か
っ
た
の
か
。
避
難
指

示
が
出
た
場
所
に
は
、
車
い

す
の
方
、
高
齢
者
な
ど
、
た

く
さ
ん
お
り
ま
し
た
。
も
う

少
し
対
応
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
二
つ
目
は
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
す
。
最
初
、

柏
葉
館
が
避
難
場
所
と
い
う

案
内
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

七
戸
小
学
校
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
件
で

す
が
、
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
は

非
常
に
微
妙
で
あ
り
ま
し
て
、

南
公
民
館
は
、
浸
水
す
る
エ

リ
ア
で
す
。
柏
葉
館
は
、
一

部
、
大
丈
夫
な
エ
リ
ア
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
は

安
全
を
期
し
て
七
戸
小
学
校

へ
移
動
い
た
し
ま
し
た
。

小
坂　

義
貞 

議 

員

　

水
害
と
同
時
に
、
大
雨
の

関
係
で
気
温
が
一
気
に
下
が

り
、
不
稔
被
害
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
町
の
対
応
を
伺
い
ま

す
。

農
林
課
長

　
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
発

生
す
る
低
温
被
害
、
不
稔
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

の
大
雨
の
冠
水
し
た
も
の
と

あ
わ
せ
て
、
共
済
組
合
で
町

全
域
の
被
害
調
査
を
実
施
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

附
田　

俊
仁 

議 

員

　

災
害
は
、
と
こ
ろ
選
ば
ず
、

時
選
ば
ず
。
そ
れ
に
対
応
す

る
計
画
な
る
も
の
を
つ
く
る

の
で
す
が
、
絵
に
描
い
た
餅

で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を

わ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
一
番
大
事
な

の
は
人
命
で
あ
り
、
人
命
救

助
第
一
に
、
優
先
順
位
を
決

め
て
動
く
。
ま
た
、
自
分
で

考
え
行
動
し
な
け
れ
ば
と
い

う
意
識
づ
け
も
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
防
災
訓
練

等
が
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
も
含
め
訓
練
と
い
う

も
の
を
常
に
意
識
づ
け
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
を
今
回
す
ご
く
痛
感
し

ま
し
た
。
町
民
へ
の
防
災
・

災
害
の
意
識
づ
け
を
要
望
い

た
し
ま
す
。

中
野　

正
章 

議 

員

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

で
す
。
町
に
は
自
主
防
災
組

織
が
二
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
で
も
少
な
い
地
域
で
あ

り
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
る

地
域
で
も
つ
く
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
が
、
行
政
も

も
っ
と
そ
れ
を
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
回
の
よ
う

な
災
害
時
は
、
消
防
だ
け
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
何

が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

で
自
主
防
災
組
織
の
推
進
を

お
願
い
し
ま
す
。

佐
々
木　

寿
夫 

議 

員

　

今
回
の
大
雨
で
土
砂
崩
れ

等
に
よ
り
道
路
が
壊
れ
た
り
、

こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
復
旧

工
事
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
財
源
は
町
が
全
部

負
担
す
る
の
で
す
か
。

建
設
課
長

　
今
ま
で
に
な
い
国
の
高
率

の
補
助
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

白
石　

洋 

議 

員

　

９
日
の
朝
、
災
害
対
策
本

部
、
総
務
課
の
様
子
を
２
時

間
ほ
ど
拝
見
し
て
お
り
ま
し

た
。
情
報
収
集
や
、
も
ち
ろ

ん
電
話
は
す
べ
て
鳴
り
っ
ぱ

な
し
で
職
員
の
皆
さ
ん
、
と

て
も
一
生
懸
命
に
対
応
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
を
し
た

わ
け
で
す
が
、
気
に
な
っ
た

こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
今

回
の
災
害
で
情
報
の
伝
達
と

し
て
、
改
め
て
防
災
無
線
の

重
要
性
を
強
く
思
い
ま
し
た
。

過
去
に
は
、
防
災
無
線
が
う

る
さ
い
と
か
聞
こ
え
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、

や
は
り
防
災
無
線
が
と
て
も

重
要
で
す
。
あ
と
は
正
確
に

わ
か
り
や
す
く
、
内
容
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
回
の
川
の
氾
濫
、
急
激

な
増
水
は
、
山
林
の
伐
採
も

少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
営
林
署
へ
町
長
か

ら
山
林
の
伐
採
に
つ
い
て
の

見
直
し
や
植
林
の
要
請
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

給水場（白石コミュニティーセンター）

天間林　向中野地区 天間林　道ノ上・鳥谷部線

給水所（天間林中学校）

建設産業常任委員会　災害被災地視察

　8 月 23 日に建設産業常任委員会を開催し、豪雨による被害の大きかった「倉
岡川目地区」、「川口地区」の現地視察を行い、被害状況について説明を受けまし
た。また、「天間林第一浄水場」と「小坪川取水口」も現地視察し、断水の原因
等の説明を受けました。

　今後、被災状況等の調査・研究を行い、町民の安全
と利便性の向上のため、積極的に取り組んでいきます。

　　　　　建設産業常任委員会　委員長　附田俊仁

◀
小
坪
川
取
水
口
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　9 月定例会では、4 人の議員から 34 件の一般質問がおこなわれ、二ツ森貝塚

世界遺産登録における今後の課題やコロナ禍における教育環境についてなど、活

発な議論が展開されました。

※通告制とは、発言等をする場合、あらかじめ議長に対し発言要旨などを記載した文書を提出することです。

　「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であり、年４回の定例

会で行われます。

　質問する議員も受ける執行機関も、ともに十分な準備が必要であるため、通告制※が

採用されています。

　議員が行財政全般にわたり、事務の執行状況及び将来の方針等について所信をただし、

事実関係を明らかにすることにより、現行の政策の確認、変更、是正、あるいは新規の

政策を採用させるなどの目的効果があります。

住みよいまちづくりのために

町 政 の こ こ が 聞 き た い

一 般 質 問

 

ページ 質　問　者 主　な　質　問　項　目

10 佐々木　寿　夫　議員

◎二ツ森貝塚世界遺産登録の今後の課題について
・世界遺産登録の意義は。
・世界遺産登録によって町にどのような権利と義務が発生するか。
・今後、新たな発掘は。
・世界遺産登録を町民のものとするため、町は何に取り組むか。
・二ツ森貝塚の素晴らしさを町外にどのように発信していくか。

◎小・中学校のいじめ、不登校について
・町内の小・中学校のいじめ、不登校の実態は。
・いじめや不登校に対して、どのように対処しているか。

◎小・中学校のジェンダー平等教育について
・男女混合名簿を使用する考えは。
・生理用品を無償化し、女子トイレに置く考えは。

◎庁舎の職場環境について
・本庁舎、支所の２階にエアコンを設置する考えは。



（9）　第 66 号 令和３年 11 月１日議 会 だ よ り
 

ページ 質　問　者 主　な　質　問　項　目

11 山　本　泰　二　議員

◎コロナ禍における教育環境について
・新型コロナウイルス禍において、子供たちの学力、運動能力、情緒等の変化は。
・就学困難、差別、いじめ等の訴えは。
・日常的にマスクを着けて学習活動を行うことに困難はないか。
・教職員および児童生徒に、透明マスクを配布する考えは。

◎二ツ森貝塚の活用について
・二ツ森貝塚が世界遺産に登録されたことにより、来町者数に変化があるか。
・二ツ森貝塚の活用を町内の事業者に呼び掛けては。
・近隣市町村と連携して、貝塚を中心とした地域おこしを行う考えは。

◎高齢者の交通安全について
・町民の高齢者の運転免許証の返納状況は。
・高齢者の運転免許証返納者に対する支援を拡充する考えは。
・高齢者に対して、ドライブレコーダー保険加入の補助をする考えは。

12 向中野　幸　八　議員

◎町内の消火栓及び防火水槽設備について
・当町の消火栓と防火水槽は、何カ所設置されているか。
・現状の設備や保全管理、特に冬期間の不具合についての懸念は。
・消防署との連携は、どのような現状か。
・75歳以上の独り暮らしの各家庭に、火災報知器１機を無料で設置する考えは。

◎自動体外式除細動器（ＡＥＤ）について
・ＡＥＤは、町内の公的施設に何カ所設置しているか。
・いままで使用された事例は。
・今後、町としてＡＥＤ関連の施策について、どのような対応を考えているか。

◎当町の小・中学校における校則について
・人権に関わる不合理な校則などによる不登校の児童・生徒はいないか。
・校則は全国的に見直しの機運が高まっているが、当町の現状は。
・社会の常識、時代の進展に応じた校則の見直しの考えは。

13 哘　　　清　悦　議員

◎公共工事の予定価格について
・公共工事の予定価格の算出方法は。
・予定価格の事前公表による弊害が生じた場合、速やかに適切な対応を行うようにとの通
　知がある。弊害が生じているかどうかの当町の判断基準とその場合の対応について。

◎町民の雇用を守る方法について
・�競争のない随意契約の継続が、当該事業者の競争力と雇用能力を低下させてきたよ

うに感じる。町民の雇用を守るためには、強い経営者の育成・誘致に力を入れるべ
きではないかと思うが、どのように考えているか。

・�「道の駅しちのへ」の運営において、町長が思い描く理想の運営と現在の運営に
ギャップがあるとすれば、どのような点か。また、それはどのように改善するか。

※一般質問は、制限時間５０分、通告内容を１件ずつ発言して順番に質疑応答をしていく「一問一答方式」です。

定例会での主な感染症対策

・会議室入出時の手指消毒、マスク着用

・ドアや窓を開放しての会議室の換気

・傍聴者に感染症対策への協力を要請

・風邪症状がある場合の会議出席自粛

　但し、議長が許可する場合は、この限りで

　ありません。例えば、騒音による窓の開閉、

　壇上や質問者席でのマスクの着脱等。

先
生

：

今
回
は
「
開
会·

提
案
説
明
」
に
つ

い
て
説
明
し
よ
う
。

学
生

：

一
般
的
に「
開
会
日
」
と
言
わ

　
　
　 

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

先
生

：

そ
の
と
お
り
。
開
会
日
で
は
、

　
は
じ
め
に
議
会
の
会
期
に
つ
い
て

　
決
定
し
ま
す
。続
い
て
、町
長
が
本

　
会
議
に
提
案
す
る
議
案
の
概
要
を

　
全
議
員
に
対
し
て
説
明
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
議
会
に
提
出
さ
れ

　
た
請
願
が
あ
る
場
合
、
そ
ち
ら
を

　
担
当
す
る
委
員
会
に
付
託
※
し
て

　
い
ま
す
。

　
※
　  

付
託
と
は
、審
査
を
担
当
す
る
委
員

　
　
　
　 

会
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

ことばの
ヒント！
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一
般
質
問「わが町の宝」といった考えが浸透するように

遺跡に関わるイベント等、官民学一体となって
取り組む

世界遺産登録を町民のものにするために
町は何に取り組むか

議　

員

　

北
海
道
、
青
森
県
、
秋
田

県
は
、
世
界
自
然
遺
産
の

「
知
床
」
や
「
白
神
山
地
」

な
ど
、
美
し
い
自
然
が
い
ま

な
お
色
濃
く
残
る
と
こ
ろ
で

す
。「
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
」
は
、
こ
の
自

然
豊
か
な
恵
み
を
受
け
な
が

ら
一
万
年
以
上
に
わ
た
り
採

集·

漁
労·

狩
猟
に
よ
り
定

住
し
た
縄
文
時
代
の
人
々
の

生
活
と
精
神
文
化
を
い
ま
に

伝
え
る
重
要
な
文
化
遺
産
で

す
。
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
人
々

の
暮
ら
し
を
現
代
に
伝
え
る

遺
跡
群
を
保
存
し
、
未
来
へ

と
確
実
に
伝
え
地
域
の
人
々

や
全
国
の
人
々
の
誇
り
と
な

り
、
愛
さ
れ
る
世
界
遺
産
と

な
る
よ
う
な
取
り
組
み
が

今
後
の
課
題
で
す
。

議　

員

　

世
界
遺
産
登
録
の
意
義
は
。

教
育
長

　
世
界
遺
産
は
、
過
去
か
ら

引
き
継
ぎ
、
未
来
へ
と
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
類
共
通
の
遺
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
保
護
・
保
存
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

議　

員

　

世
界
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、

町
に
発
生
す
る
権
利
と
義
務

は
。

教
育
長

　
世
界
文
化
遺
産
と
い
う
資

産
を
保
有
す
る
権
利
を
有
し
、

保
護
・
保
存
が
義
務
で
あ
り

ま
す
。

議　

員

　

今
後
、
新
た
な
発
掘
は
。

教
育
長

　
保
護
・
保
存
の
観
点
か
ら
、

発
掘
の
調
査
と
は
い
え
、
現

状
に
手
を
加
え
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
実
施
の
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議　

員

　

世
界
遺
産
登
録
を
町
民
の

も
の
と
す
る
た
め
、
町
は
何

に
取
り
組
む
か
。

教
育
長

　
二
ツ
森
貝
塚
遺
跡
保
存
協

力
会
や
二
ツ
森
貝
塚
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
、
貝
塚

や
二
ツ
森
の
地
域
の
方
々
、

二
ツ
森
貝
塚
を
応
援
し
て
く

だ
さ
る
方
々
、
こ
れ
ら
の
支

援
団
体
や
地
元
の
方
々
を
中

心
に
、
町
民
が
「
わ
が
町
の

宝
」
を
守
り
伝
え
て
い
く
と

い
っ
た
考
え
が
浸
透
す
る
よ

う
に
、
遺
跡
に
関
わ
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
官
民
学
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

議　

員

　

二
ツ
森
貝
塚
の
す
ば
ら
し

さ
を
町
外
に
ど
の
よ
う
に
発

信
し
て
い
く
か
。

教
育
長

　
町
の
S
N
S
な
ど
を
活
用

し
、
二
ツ
森
貝
塚
や
二
ツ
森

貝
塚
館
の
情
報
を
随
時
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

議　

員

　

町
内
の
小
中
学
校
の
い
じ

め
、
不
登
校
の
実
態
は
。

教
育
長

　
認
知
件
数
に
つ
い
て
、
令

和
2
年
度
は
、
小
学
校
28
件
、

中
学
校
10
件
の
計
38
件
で
す
。

令
和
元
年
度
は
、
小
学
校
34

件
、
中
学
校
30
件
の
計
64
件

で
、
比
較
し
ま
す
と
26
件
の

減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

い
じ
め
や
不
登
校
に
対
し

て
町
で
は
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
る
か
。

教
育
長

　
教
職
員
が
、
い
じ
め
ら
れ

た
側
、
い
じ
め
た
側
、
双
方

の
児
童
生
徒
か
ら
経
緯
や
心

情
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
良

好
な
関
係
に
向
か
う
よ
う
指

導
を
し
な
が
ら
数
カ
月
間
の

経
過
観
察
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
不
登
校
生
徒
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
教
職
員
に
よ
る

定
期
的
な
家
庭
訪
問
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
面
談
な
ど
、
生
徒

個
々
の
実
情
に
応
じ
た
対
応

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

男
女
混
合
名
簿
を
使
用
す

る
考
え
は
。

教
育
長

　
各
学
校
と
教
育
委
員
会
で

十
分
検
証
し
、
保
護
者
の
理

解
の
も
と
で
導
入
す
る
こ
と

も
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

議　

員

　

生
理
用
品
を
無
償
化
し
、

女
子
ト
イ
レ
に
置
く
考
え
は
。

教
育
長

　
ト
イ
レ
の
備
え
付
け
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
各
学
校
に
お
い
て
保

健
室
で
管
理
し
て
い
る
分
を

ト
イ
レ
に
備
え
付
け
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議　

員

　

本
庁
舎
と
支
所
の
2
階
に

エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

町
　
長

　
職
場
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
に
も
設
置
に
向
け
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一問一答方式

二
ツ
森
貝
塚
世
界
遺
産
登
録

の
今
後
の
課
題
つ
い
て

佐々木寿夫 議員

教育長

小
・
中
学
校
の
い
じ
め
、

　
不
登
校
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
平
等
教
育
に
つ
い
て

庁
舎
の
職
場
環
境
に
つ
い
て



（11）　第 66 号 令和３年 11 月１日議 会 だ よ り

 コロナ禍において、子供たちの
　学力、運動能力、情緒等に変化は

一
般
質
問

教育長 授業や学校生活を工夫して対応
　学力や運動能力に大きな変化はない

山本　泰二 議員

議　

員

　

全
国
的
に
も
感
染
者
が
増

加
し
て
お
り
、
緊
急
事
態
宣

言
適
用
都
道
府
県
は
21
に
上

り
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
適
用
地
域
は
12
県
に
及
ん

で
い
ま
す
。
青
森
県
も
こ
の

拡
大
の
波
の
中
、
い
つ
緊
急

事
態
宣
言
の
対
象
と
さ
れ
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
公
共
施
設
の

利
用
制
限
や
学
校
等
に
お
け

る
行
事
の
制
限
、
外
部
と
の

接
触
機
会
の
削
減
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
子
供
た
ち
が
こ

れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
の
機
会
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
子
供
た

ち
が
心
に
受
け
る
ダ
メ
ー
ジ

は
相
当
大
き
い
と
推
察
さ
れ
、

何
ら
か
の
形
で
の
ケ
ア
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議　

員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
お
い
て
、
子
供
た
ち
の
学

力
、
運
動
能
力
、
情
緒
等
に

変
化
は
あ
っ
た
か
。

教
育
長

　
学
校
で
は
、
長
期
休
業
中

に
出
校
日
を
設
け
た
り
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
策
の
た
め
、

授
業
や
学
校
生
活
を
工
夫
し

て
対
応
す
る
な
ど
、
児
童
・
生

徒
の
学
び
を
確
保
す
る
た
め

尽
力
し
て
お
り
、
学
力
や
運
動

能
力
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
比

べ
て
も
大
き
な
変
化
は
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

就
学
困
難
、差
別
、い
じ
め

等
の
訴
え
は
な
い
か
。

教
育
長

　
学
校
で
は
、
い
じ
め
や
差

別
に
関
し
十
分
に
指
導
し
て

い
る
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
を

要
因
と
し
た
い
じ
め
に
関
す

る
報
告
書
の
提
出
や
電
話
等

に
よ
る
学
校
か
ら
の
報
告
や

相
談
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議　

員

　

日
常
的
に
マ
ス
ク
を
着
け

て
学
習
活
動
を
行
う
こ
と
に

困
難
は
な
い
か
。

教
育
長

　
一
番
身
近
な
感
染
予
防
策

は
、
マ
ス
ク
や
マ
ウ
ス
シ
ー

ル
ド
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
難
聴
特
別
支
援
学

級
を
有
す
る
学
校
も
ご
ざ
い

ま
す
。
授
業
内
容
に
応
じ
、

教
員
の
口
元
や
表
情
が
読
み

取
れ
る
よ
う
工
夫
し
、
授
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

教
職
員
及
び
児
童·

生
徒

に
透
明
マ
ス
ク
を
配
布
す
る

考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

　
現
時
点
に
お
い
て
は
、
透

明
マ
ス
ク
の
一
律
配
付
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
文
部

科
学
省
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
学
校
か
ら
の
意
見
や
要

望
を
取
り
ま
と
め
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

二
ツ
森
貝
塚
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

来
町
者
数
に
変
化
が
あ
っ
た

か
。

町
　
長

　
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
二
ツ

森
貝
塚
館
の
町
外
か
ら
の
来
館

者
数
は
、
約
2
7
0
0
人
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
世
界
遺
産
登
録

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
来
町
者
の

増
加
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

二
ツ
森
貝
塚
の
活
用
を
町

内
の
事
業
者
に
呼
び
掛
け
て

は
ど
う
か
。

町
　
長

　
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
を
と
お
し
て
活
用
を
促

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
デ
ー
タ
を
渡
し
、

会
議
資
料
や
印
刷
物
な
ど
、

さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
で
も
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

議　

員

　

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
て
、

貝
塚
を
中
心
と
し
た
地
域
お

こ
し
を
行
う
考
え
は
。

町
　
長

　
現
時
点
で
は
、
上
十
三
・
十

和
田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
域
で

連
携
し
た
取
り
組
み
は
行
わ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
圏
域
内
に

存
在
す
る
文
化
施
設
等
を
周
遊

す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
圏
域

市
町
村
に
提
案
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

町
民
の
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
の
返
納
状
況
は
。

町
　
長

　
七
戸
警
察
署
交
通
課
に
照

会
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
30
年

度
62
件
、
平
成
31
年
度
76
件
、

令
和
2
年
度
63
件
と
の
こ
と

で
す
。

議　

員

　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返

納
者
に
対
す
る
支
援
を
拡
充

す
る
考
え
は
。

町
　
長

　
こ
れ
ま
で
困
り
事
や
バ
ス

券
の
不
足
な
ど
、
余
り
相
談

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

免
許
返
納
者
の
利
便
性
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議　

員

　

高
齢
者
に
対
し
て
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
保
険
加
入
の

補
助
を
す
る
考
え
は
。

町
　
長

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

導
入
は
、
事
故
時
の
対
応
等

に
非
常
に
有
利
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
社
会
情
勢

に
併
せ
て
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

一問一答方式

二
ツ
森
貝
塚
の
活
用
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

教
育
環
境
に
つ
い
て

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て



議 会 だ よ り 第 66 号　（12）令和３年 11 月１日

一
般
質
問学校と生徒会、双方の協働により校則を定めている

常に社会の常識、時代の進展に対応した見直しが
され運用されている

社会の常識、時代の進展に応じた
　校則の見直しの考えは

議　

員

　

当
町
の
消
火
栓
と
防
火
水

槽
は
何
カ
所
設
置
さ
れ
て
い

る
か
。

町
　
長

　
消
火
栓
は
、
七
戸
地
区
に

1
8
3
基
、
天
間
林
地
区
に

2
6
6
基
、
計
4
4
9
基
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
防
火

水
槽
は
、
七
戸
地
区
に
34
基
、

天
間
林
地
区
に
96
基
、
計

1
3
0
基
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

議　

員

　

防
火
水
槽
の
現
在
の
状
態

は
。

町
　
長

　
現
在
、
防
火
水
槽
の
減
水
が

確
認
さ
れ
て
い
る
防
火
水
槽
が

4
カ
所
あ
り
、
漏
水
修
繕
工
事

に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

現
状
の
設
備
や
保
全
管
理
、

特
に
冬
期
間
の
不
具
合
に
つ

い
て
の
懸
念
は
。

町
　
長

　
防
火
水
利
の
保
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
中
央
消
防
署
に

よ
り
点
検
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
冬
期
間
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
常
備
消
防

の
ほ
か
、
町
消
防
団
員
に
よ

る
除
雪
等
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

議　

員

　

消
防
署
と
の
連
携
は
。

町
　
長

　
消
防
水
利
の
点
検
時
、
不

具
合
を
発
見
し
た
際
は
、
中

央
消
防
署
よ
り
随
時
報
告
を

受
け
、
そ
の
都
度
修
繕
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水

利
が
工
事
等
の
た
め
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
、

中
央
消
防
署
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
災
害
な
ど
の
有
事
に

備
え
て
修
繕
な
ど
の
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

75
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

の
各
家
庭
に
、
1
機
の
火
災

報
知
器
を
無
料
で
設
置
す
る

考
え
は
。

町
　
長

　
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
実
施
し
て
い
る
高
齢
者

の
独
り
暮
ら
し
世
帯
等
を
対

象
に
、
緊
急
時
通
報
や
火
災

報
知
器
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
「
あ
ん
し
ん
電
話
」
を

設
置
し
、
高
齢
者
の
見
守
り

を
併
せ
て
強
化
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
予
算
等
の
関
係
で

な
か
な
か
設
置
で
き
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、「
あ
ん
し
ん
電
話
」、
火

災
報
知
器
な
ど
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

十
分
検
討
し
て
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

議　

員

　

A
E
D
は
、
町
内
の
公
的

施
設
に
何
カ
所
設
置
し
て
い

る
か
。

町
　
長

　
A
E
D
は
、
本
庁
舎
、
七

戸
庁
舎
及
び
各
小
中
学
校
ほ

か
24
カ
所
に
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

議　

員

　

使
用
さ
れ
た
事
例
は
。

町
　
長

　
七
戸
町
管
内
で
の
A
E
D

使
用
に
つ
い
て
は
、
中
央
消

防
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

平
成
26
年
と
29
年
、
2
件
の

事
例
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

議　

員

　

今
後
、
町
と
し
て
A
E
D

関
連
の
施
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

町
　
長

　
A
E
D
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
利
用
状
況
等
を

考
え
、
設
置
の
判
断
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、職
員
に
対
し
、

消
防
本
部
で
行
っ
て
い
る
講

習
会
を
活
用
し
な
が
ら
使
い

方
の
習
得
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議　

員

　

人
権
に
関
わ
る
不
合
理
な

校
則
な
ど
に
よ
る
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
は
い
な
い
か
。

教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
各
学
校

の
「
決
ま
り
」
や
「
校
則
」
に
、

人
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
項

目
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
校
則

を
要
因
と
す
る
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
は
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

校
則
は
、
全
国
的
に
見
直

し
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
当
町
の
現
状
は
。

教
育
長

　
小
学
校
に
お
い
て
は
、校
則

に
準
ず
る
学
校
生
活
の
決
ま

り
を
毎
年
見
直
し
て
お
り
ま

す
。
中
学
校
に
お
い
て
は
、
生

徒
の
意
見
を
十
分
尊
重
し
、双

方
の
協
働
に
よ
り
校
則
を
定

め
て
お
り
ま
す
。

議　

員

　

社
会
の
常
識
、
時
代
の
進

展
に
応
じ
た
校
則
の
見
直
し

の
考
え
は
。

教
育
長

　
学
校
に
お
け
る
校
則
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
学
校
と
生
徒
会
、

双
方
の
協
働
に
よ
り
定
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
常
に
社
会
の
常

識
、
時
代
の
進
展
に
対
応
し
た

見
直
し
が
さ
れ
運
用
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一問一答方式

向中野幸八 議員

教育長

当
町
の
消
火
栓
及
び

防
火
水
槽
設
備
に
つ
い
て

自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　
校
則
に
つ
い
て



議　

員

　

今
回
は
、
競
争
入
札
に
よ

る
公
共
工
事
と
そ
れ
と
は
対

照
的
な
公
募
に
よ
ら
な
い
選

定
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

　

公
共
工
事
の
予
定
価
格
の

算
出
方
法
は
。

町
　
長

　
予
定
価
格
は
、
町
が
作
成

し
た
設
計
書
の
積
算
金
額
と

同
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
設
計
書
は
、
国
土
交
通
省

土
木
工
事
積
算
基
準
表
及
び

県
の
設
計
単
価
表
等
を
基
に

合
理
的
に
施
工
・
監
督
で
き

る
よ
う
、
施
工
条
件
・
施
工

管
理
・
安
全
施
工
等
に
十
分

留
意
し
積
算
し
て
い
ま
す
。

議　

員　

 

　

国
の
指
針
に
は
、
入
札
前

に
公
表
す
る
と
予
定
価
格
が

目
安
と
な
っ
て
競
争
が
制
限

さ
れ
、
落
札
価
格
が
高
止
ま

り
に
な
る
等
の
弊
害
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
事

前
公
表
の
取
り
や
め
を
含
む

適
切
な
対
応
を
行
う
も
の
と

す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

弊
害
が
生
じ
て
い
る
か
ど

う
か
の
当
町
の
判
断
基
準
と

そ
の
場
合
の
対
応
は
。

町
　
長

　
か
つ
て
予
定
価
格
の
事
前

公
表
が
な
い
時
代
、
こ
れ
が

大
変
な
事
件
に
も
な
り
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
、
町
で
は
入
札
価
格
の

内
訳
書
も
提
出
さ
せ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
予
定
価
格
の
事

前
公
表
に
よ
る
弊
害
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
し
弊
害
が
生
じ
た
場
合
、

国
の
指
針
に
基
づ
い
て
対
処

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議　

員

　

6
月
定
例
会
で
、
株
式
会

社
七
戸
物
産
協
会
の
従
業
員

が
3
年
前
に
比
べ
7
名
少
な

く
な
っ
た
と
い
う
答
弁
を
聞

い
て
気
に
な
っ
て
い
た
。

　

七
戸
町
民
の
雇
用
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
従
業
員

の
採
用
に
関
し
て
何
か
条
件

を
付
け
て
き
た
か
。

町
　
長

　
7
名
減
少
は
、
青
森
店
の

閉
鎖
に
よ
る
現
地
採
用
パ
ー

ト
従
業
員
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
町
民
以
外
の
従
業
員
及
び

パ
ー
ト
従
業
員
は
、
過
去
16

年
間
で
12
名
で
し
た
。

　
雇
用
条
件
に
つ
い
て
は
、

業
務
仕
様
書
の
中
で
、
施
設

の
設
置
目
的
や
地
域
で
の
役

割
を
考
慮
し
、
急
な
災
害
時

に
施
設
で
の
災
害
対
応
が
可

能
な
者
と
し
て
お
り
、
要
望

が
な
い
場
合
や
臨
時
的
に
急

な
場
合
を
除
き
、
町
民
を
第

一
優
先
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

議　

員

　

長
期
間
に
及
ぶ
競
争
の
な

い
随
意
契
約
や
、
公
募
に
よ

ら
な
い
指
定
管
理
者
の
選
定

が
、
雇
用
を
守
る
こ
と
に
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
を
一
層

強
く
し
て
い
る
。

　

町
民
の
雇
用
を
守
る
た
め

に
は
、
強
い
経
営
者
の
育
成

と
誘
致
に
力
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

　
3
年
前
か
ら
産
直
施
設
人

材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

産
直
施
設
関
係
者
の
意
識
改

革
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
に
は
、
経
営
者
を

対
象
と
し
た
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
強
い
経
営
者
の
育
成
の
た

め
今
後
も
内
容
を
一
層
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
経
営
者
の

誘
致
、
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

議　

員

　

道
の
駅
奥
入
瀬
ろ
ま
ん
パ

ー
ク
の
奥
入
瀬
麦
酒
館
と
味

蕾
館
の
民
営
化
を
進
め
た
十

和
田
市
の
動
き
を
、
町
長
は

ど
う
見
て
い
る
か
。

　

道
の
駅
し
ち
の
へ
の
指
定

管
理
者
に
、
販
路
拡
大
に
よ

る
売
上
増
加
を
求
め
る
か
。

町
　
長
　

　
道
の
駅
奥
入
瀬
ろ
ま
ん
パ

ー
ク
は
、
一
般
財
団
法
人
十

和
田
湖
ふ
る
さ
と
活
性
化
公

社
が
指
定
管
理
者
で
す
が
、

両
施
設
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

事
業
者
を
募
集
し
て
き
た
が

応
募
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
公

社
が
何
と
か
運
営
し
て
き
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
経

緯
か
ら
、
本
来
の
形
に
な
っ

た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
売
上
に
関
し
特
段
要
請
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
株
式
会

社
で
す
か
ら
当
然
営
利
を
追

求
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
、
本
当
の
商
業
主

義
で
は
な
く
、
公
共
施
設
の

意
義
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら

運
営
し
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議　

員

　

公
募
に
よ
ら
な
い
選
定
で

い
き
た
い
と
の
町
長
答
弁
が

3
年
間
は
今
の
ま
ま
で
も

や
っ
て
い
け
る
と
い
う
誤
っ

た
安
心
感
を
与
え
る
の
で
は

な
い
か
と
の
不
安
を
抱
く
。

　

3
年
後
は
公
募
す
る
と
い

う
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
次
に
公
募
す
る
か
し
な
い

か
は
今
の
時
点
で
は
全
く
白

紙
で
す
。

　
今
後
の
実
績
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
、
状
況
に
よ
っ

て
は
一
部
を
業
務
委
託
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
公
募
す
る
と
い
う
選
択
肢

は
排
除
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
御
理
解
頂
き
た
い
。

（13）　第 66 号 令和３年 11 月１日議 会 だ よ り

町民の雇用を守るための
　強い経営者の育成・誘致は

一
般
質
問

産直施設人材育成セミナーの内容を
一層充実させていく

哘　清 悦 議員

一問一答方式

町長

町
民
の
雇
用
を
守
る
方
法
に

つ
い
て



議 会 だ よ り 第 66 号　（14）令和３年 11 月１日

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
3
年
8
月
16
日

案
　
件
　
① 

9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
② 

令
和
2
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
（
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
）

　
　
　
　
③ 

意
見
書
提
出
依
頼
に
係
る
取
り
扱
い

内
　
容
　
① 

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
② 

税
務
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
③「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処

　
　
　
　
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」に
つ

　
　
　
　
い
て
審
査
、議
員
発
議
で
提
出
す
る
も
の
と
し
た。

開
催
日
　
令
和
3
年
9
月
7
日

案
　
件
　
① 

請
願
の
取
り
扱
い

内
　
容
　
① 

「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
関
す
る

　
　
　
　
請
願
書
」
に
つ
い
て
審
査
し
、
採
択
す
べ
き
も
の

と
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
3
年
8
月
19
日

案
　
件
　
① 

9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
② 

令
和
2
年
度
滞
納
状
況

　
　
　
　
（
住
宅
使
用
料
、
水
道
・
下
水
道
使
用
料
）

内
　
容
　
① 

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
② 

建
設
課
長
及
び
上
下
水
道
課
長
よ
り
説
明
を

　
　
　
　
受
け
協
議
し
た
。

開
催
日
　
令
和
3
年
8
月
23
日

案
　
件
　
① 

災
害
被
災
地
視
察
（
7
項
下
段
参
照
）

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
3
年
8
月
20
日

案
　
件
　
① 

9
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
② 

令
和
2
年
度
滞
納
状
況（
奨
学
資
金
貸
付
金
・

　
　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

内
　
容
　
① 

各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
② 

学
務
課
長
、
町
民
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
議
し
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

開
催
日
　
令
和
3
年
8
月
24
日

案
　
件
　
① 

9
月
定
例
会
の
会
期
日
程
等

内
　
容
　
・
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
総
務
課
長
、
財
政
課
長

　
　
　
　
　
よ
り
提
出
議
案
等
の
説
明
を
受
け
審
査
し
た
。

　
　
　
　
・
一
般
質
問
通
告
書
に
つ
い
て
、
質
問
内
容
等

　
　
　
　
　
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
・
請
願
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
請
願
1
件
を

　
　
　
　
　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
へ
付
託
、陳
情
2
件
を

　
　
　
　
　
資
料
配
布
、発
議
1
件
を
議
案
審
議
の
日
程
で

　
　
　
　
　
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
・
会
期
に
つ
い
て
、
会
期
日
程
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
、
運
営
方
法
等
を
審
議
し
た
。

◎
議
会
全
員
協
議
会

開
催
日
　
令
和
3
年
9
月
3
日

案
　
件
　
① 

令
和
3
年
8
月
9
日
か
ら
の
大
雨
に
係
る
災

　
　
　
　
害
報
告
（
6
項
・
7
項
参
照
）

　
　
　
　
② 

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
策
定

　
　
　
　
③ 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
計
画
策
定

　
　
　
　
④ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
報
告

め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
に
議
会

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

読
み
や
す
い
紙
面
作
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。（

二
ツ
森
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
10
月
6
日
・
13
日
　
開
催

委
員
長
　
山
　
本
　
泰
　
二

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

　
　
　
　
向
中
野
　
幸
　
八

　
　
　
　
中
　
野
　
正
　
章

　
こ
の
夏
、
願
望
で
あ
っ
た

世
界
遺
産
に
「
史
跡
二
ツ
森

貝
塚
」
が
登
録
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
町
民
皆
で

こ
の
世
界
遺
産
を
町
の
宝
と

し
、
七
戸
町
を
全
国
へ
発
信

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
ま
だ
終
息
が
見
え
な

い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
す
が
、
い
ま
一
度
、
感
染

対
策
を
見
直
し
、
予
防
に
努

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

編
集
後
記

編
集
後
記

（
天
間
林
小
学
校
で
の
授
業
見
学
）

☆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
　
学
校
訪
問

開
催
日
　
令
和
３
年
７
月
６
日

案
　
件
　
① 

学
校
訪
問
（
天
間
林
小
学
校
・
天
間
林
中
学
校
）

内
　
容
　
　 

各
校
長
よ
り
学
校
経
営
の
方
針
や
重
点
目
標
等
に

　
　
　
　 

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
意
見
交
換
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

　
　
　
　 

に
よ
る
児
童
生
徒
の
生
活
状
況
等
に
つ
い
て
た
く
さ

　
　
　
　 

ん
の
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
天
間
林
地
区
の
小

中
学
校
の
訪
問
で
し
た
。各
校
と
も
、

児
童
・
生
徒
の
日
常
の
学
校
生
活
の

様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
両
校
長
か
ら
学
校
の
経
営
方
針

や
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
重
点
事
項

や
目
標
も
確
認
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
当
委
員
会
で
は
、
学
校
生

活
に
お
け
る
安
全
、
学
力
向
上
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　
　
　

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
長岡

村
　
茂
雄


